
信州の草原 ： その歴史をさぐる

  草原は特有の野生植物や昆虫のすみかであり、長野県を

代表する自然景観のひとつです。

　しかし、日本にみられる大部分の草原は、毎年の火入れ

などの人間活動によって維持されている半自然草原です。

　現在、これまでの草原と人間との関わりが急速に変化

し、多くの動植物が消えようとしています。

　このシンポジウムでは、霧ヶ峰をはじめとする

信州の半自然草原の歴史をふりかえり、

今後の草原と人間の関わり方について

議論したいと考えています。
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シンポジウム

　「阿蘇の草原と火事の歴史」　
佐々木尚子 （総合地球環境学研究所）

「土壌に残された野火の歴史」

「中世の狩猟神事とその盛衰 （仮題）」
　中澤克昭 （長野工業高等専門学校）

「長野県におけるニホンジカの盛衰史」
小山泰弘 （長野県林業総合センター）

講　　演

岡本　透 （森林総合研究所）
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